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８月記者懇談会 

 

令和３年８月 25 日（水） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

・月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・新型コロナワクチン接種の状況について（健康推進課 健康づくり支援係） 

1 回目接種済み、予約済みの方、80. 1%。 

2 回接種済みの方、52. 1%。 

20～24 歳が１回目接種済み、予約済みの方が

51. 9%と低めになっているが、大学生が多く、箕

輪町に住んでいないため接種ができていない方、

記録に反映してない方がいると考えられる。 

12～15 歳も、40. 3%と低めだが、8 月 11 日か

らの予約開始から日が浅いこと、学業に差し障り

のないように、土日希望であることが影響してい

ると推測している。 

金曜日の夜間接種も枠を作り、予約を受付けたが、すぐにいっぱいになってしまった。今後、

ニーズを踏まえて、夜間や土日の枠を増やすことを検討している。感染状況を見ると、若い人た

ちが感染し重症化している現状もあるので、接種を希望している方は早めのご予約をお願いした

い。（資料に基づき説明） 

 

記者） ワクチンの供給量にもよると思いますが、現時点での希望者の 2 回目までの接種完了

見込みはいつ頃でしょうか。 

   → 10 月末に概ねの方の接種が終わる予定です。感染状況が良くないことに伴い、接種予

約が少し増えてきていますが、それでも 11 月頭には概ねの方の摂取が終わる予定です。

あとは自己都合の方々の接種機会をコツコツ設けていくというような形になると思いま

す。 

 

記者） 中学生、高校生の接種の前倒し、優先などは考えていますか。 

→ 中学生については特に考えていません。高校 3 年生は、オープンキャンパス、受験、

就活などで、県外に行きたい方もいらっしゃると思いますので、早い段階から早期接種

の対象にしていましたが、それ以外の方たちは通常通りです。 

 

出席者：みのわ新聞、長野日報、信濃毎日新聞、中日新聞、伊那ケーブルテレビ 

事務局：毛利、山口、原 
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記者） 妊婦の方への優先接種はありますか。 

→ 現在、優先等はありませんが、町の妊婦の方の接種状況が、どういう予約状況である

か調べたいと思います。 

町長） 現在、誰でも予約できるようになっていますので、必要に応じて予約していただきた

いと思っています。妊婦の方は、妊娠届が出ているのでチェックすることもできますが、

そこまでする必要があるか検討させていただいています。必要に応じて、できるだけ早

くということだと思います。 

12～15 歳の対象者が 993 人となっていますが、小学 6 年生が含まれています。小学

6 年生で誕生日を迎えていない子どもの数も入っているので、実際の対象者は、100 人

くらい少なくなります。そうすると、予約数は 5 割になります。学業の関係等を考える

と、夜間接種を増やせばもう少し勢いが増すかなと思いますので、担当課に 9 月中の夜

間接種を増やせるか検討してもらっています。ワクチンの量は概ね確保できています。 

また、県の大規模接種会場に一般の方も入れるような方策が出てきそうですので、ど

うしてもという方はそちらに行っていただくことになるかと思います。南信会場が飯田

市で、箕輪町から遠いという課題があるので、なるべく町で接種できるようにしていき

たいと思います。 

 

記者） 夜間接種は、何時から何時まででしょうか。 

→ 18 時 30 分から 20 時の予約を受付けています。 

     9 月 3 日（金）、9 月 8 日（水）と、その 3 週間後に保健センターで行います。 

 

記者） 夜間接種は、学生を優先というわけではなく、どなたでも受けられるのでしょうか。 

→ どなたでも予約をとれます。特に中学生は保護者同伴が原則になっていますので、親

御さんと本人の都合を合わせていただくことや、平日の昼間に休むことが難しいという

ことで夜間接種を設けました。 

 

 記者） 夜間接種は、実際にお子さんの予約が多かったのでしょうか。 

→ お子さんもいますが、それ以外の方もいらっしゃいます。 

町長） もう少し枠を増やしたいと思っていますが、ドクターの都合もあるので今調整させて

いただいています。 

 

記者） 仕事をされている方なども夜間接種を希望される方がいると思いますが、お子さんの

予約分として枠を増やそうと考えているのでしょうか。それとも全体の需要でというこ

とでしょうか。 

→ これから検討するところです。どちらもと考えているところです。 

町長） 6、7 月以降、町で発生している罹患者は、ほとんどが 20 代以下です。その世代の皆

さんに、できるだけ早く接種していただくという方策を取らざるを得ません。箕輪町の

場合は、30 歳以上は概ね予約が入ってきていますので、20 代以下を今後の一番のター

ゲットにしたいと思っています。 

 

町長） 上伊那では、昨日、一昨日あたりから急激に新型コロナの陽性者が増えています。詳

細は町では承知ができませんが、外国人の方の新規罹患がかなり多くなってきています。

外国人の皆さんにまずワクチン接種をお願いするということで、町の場合は概ね接種で
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きていると思っていますが、数字を持っていないので確認をしなければなりません。ま

た、現在の感染状況や感染防止対策が外国人の皆さんに届いているのかどうか非常に心

配です。外国人用のフェイスブック等を使いながら、お願い事項を増やしていきたいと

思っています。彼らの母国の状況によって、関心度が違っているようですので、地域の

状況理解していただくような広報が必要だと思っています。いろんな方法でお知らせを

しているので、届いていないとは思いませんが、外国人の皆さんに罹患状況等が届くよ

うにさせていただきたいと思います。箕輪町だけでやっても仕方がないので、県にもお

願いしています。 

 

 

・推定食塩摂取量検査の実施について（健康推進課 健康づくり支援係） 

自分の食塩摂取量を可視化し、減塩に取り組む

きっかけ作りとしていただくため実施する。 

対象者は 20 歳以上の町民及び町内在勤者。 

方法は、尿中のナトリウムとクレアチニンの濃

度比から 24 時間の食塩摂取量を推定する方法。 

・さわやか健診時の実施 

・さわやか健診を受けない方を対象として実施 

検査料は無料 

健康ポイントの対象事業として 100 ポイントが

つく。（資料に基づき説明） 

 

町長） 春のさわやか検診時の結果はどうですか。 

→ 国や県の平均並みではありますが、少ない方で 3. 8 グラムの人もいれば、高い方で 18. 

9 グラムという方もいます。摂取量が多い方は、麺類をとっていたり、味付けが濃いこ

とを自覚されているようです。目標値は年々下がってきていますし、本来は 3 g 程度あ

れば足りると言われているので、平均でもやはり多いと思います。 

 

 町長） 採尿はどのような方法でとりますか。 

→ 細長い、スピッツというプラスチックの容器にとります。検査しやすさを考えてこの

ような方法にしました。 

 

町長） 今年の健康づくりの中の主要事業の一つとなっていますので、町民の皆さんに参加し

ていただきたいと思います。社保などで、町のさわやか検診を受けない皆さんとは、関

わりが薄くなるので、こういった皆さんにも対応していきたいと思います。 

→ お勤めをされている方は、昼間に提出することが難しいということもあるので、企業の

中で取りまとめて持ってきていただいて、結果をまとめてお返しするといった方法も行い

たいと思っています。 
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・デマンド型タクシー実証実験について（企画振興課 まちづくり政策係） 

デマンド型タクシーの実証実験が始まる。 

デマンド型タクシーとは、「タクシーの利便性」

と、「乗り合い・低料金というバスの特徴」を兼ね

備えた、停留所と停留所の送迎を行う、移動サービ

スのこと。 

町の高齢化率が引き続き上がる見込みで、既存

の交通サービス（みのちゃんバス）を含め、自家用

車の運転をしなくなった際の地域な支援の充実が

求められている。 

・実証実験期間は、11 月 1 日から令和 4 年 3 月末     

の 5 ヶ月間。 

・事前登録制で利用希望者全員に申し込みをしていただく。 

・料金は 1 回 500 円。障害者手帳お持ちの方は割引を検討している。 

・停留所の設置は町内限定。ゴミステーション、集会所、病院、スーパー、金融機関、役場などを

想定している。 

・タクシーの受付は、コールセンターで 9 時から 16 時までを予定している。 

実証実験を行うにあたって、みのちゃんバスをすぐに廃止するということはない。実証実験中

は並行運用する。実証実験の詳細チラシは、来月全戸配布する。（資料に基づき説明） 

 

 

 

 

 

町長コメント 

○西藤俊哉選手について 

オリンピックが終わりまして、西藤選手に活躍

をしていただきました。箕輪町の名前を上げてい

ただいたりして、大変ありがたく思っています。 

西藤選手が、今週金曜日（8/27）にご自宅にお戻

りになるということで、箕輪町に来ていただける

ということで楽しみにしています。オリンピック

までの大変長い選考レースのことや、当日の試合

のことなどをお聞きしたいと思います。また、地元

に戻って心を癒してほしいと思います。 

9 月中旬には全日本選手権が始まります。今のところ全日本選手権はあるという前提で練習が

始まっていますので、また次のオリンピックを目指して頑張ってもらいたいと思います。 

今回コロナ禍ということで、西藤選手に対してこちらから思うように応援ができませんでした

が、報道の皆さんを通じて、いろんな形で町の状況をお伝えできていると思います。箕輪町にフ

ェンシングあり、西藤ありということが、日本中とは言いませんが、少なくとも県内の皆さんに

はご理解いただいたと思っています。西藤選手に敬意を表したいと思いますし、まだまだ若いで

すので、次の大会を目指して頑張ってもらいたいと思っています。 
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○８月豪雨災害について 

8 月 14、15 日に降った雨による大雨災害につきましては、岡谷市、辰野町、諏訪市、木曽地方

などで、大変大きな被害が出ています。お悔やみ、またはお見舞いを申し上げたいと思います。

特に、上伊那北部地域は、平成 18 年災害以降、あまり大きな災害がなかっただけに、大変残念で

すし、十分な対応ができたか、これから反省や検証をしていかなければと思っています。 

被害に関わる対応につきましては、災害復旧事業でできるものについては、予算 6,800 万円を

9 月議会に提出したいと思います。また、既存の中で対応できるものもありますので、全体事業

費はまだ確定しておりませんが、そのような額で復旧事業に入っていきたいと思っています。 

 

＜避難の状況について＞ 

今回は、14 日の夕方に町内 5 か所に高齢者等避難を出し、15 日の早朝に避難指示を出しまし

た。一番雨が降ったのは、15 日の午前 3 時から５時でしたが、いつ避難指示を出すのが適切かと

いう問題を感じました。 

天竜川の水位は、伊那富で一時 2.62ｍとなりましたが、最終的には 2. 5ｍくらいで推移してい

ました。釜口水門の放水量に応じて判断するという考えもありますが、松島区の水位を見て判断

させていただきました。浸水想定区域は他にもありますが、今回は松島区の水位に限定しました。

私も現場を見ましたが、2.6ｍという水位は、想定しているよりも危険性を感じませんでした。今

までの河川工事等の効果だと思っています。さらに水位があがるということであれば、もう少し

早く避難指示を出さなければと思いますが、その辺の検証をこれからしていきたいと思います。  

6 か所の避難所を開設して、最終的には 56 世帯 116 人の方が避難されました。これが多いの

か少ないのかわかりませんので、区長会などで、住民の皆さんにどのように広報され、危機意識

が共有されているのか検証してみたいと思います。 

また、自宅の方が安全だとか、避難指示が出た区域に入っているが、自宅は危険性がなかった

とか、親戚の家に避難したとか、垂直避難をしたとか、いろんな避難のパターンがあると思いま

す。他の市町村を見ても、決して避難者が少ないという状況ではないと思いますが、避難指示を

出した側から見ると、もう少し避難者が多くてもよかったのではとも感じていますので、検証を

していきたいと思います。 

天竜川の水位上昇に伴う松島区への避難指示は、平成 18 年災害以降初めてで、15 年ぶりに出

たと思います。思ったより松島コミュニティセンターへ避難した方が多かったという印象ですが、

どんな周知がされたのか、各区長の皆さんとも研究してみたいと思っています。 

 

＜避難指示のタイミングについて＞ 

平成 18 年災害以降、大きな災害に関わる避難行動というようなことがなかったこともあり、

住民の皆さんに避難情報がどのように伝わったのか等の課題があると思います。気象庁の発表や、

県の発表が以前より早く発表されることもあり、それに対応してよいのかという部分があると思

っています。 

論点としては、一つは、いつ高齢者等避難の指示を出すかという問題です。判断が非常に難し

い問題だと思います。また、避難指示を土砂災害警戒情報が出たらすぐ出すという考えもありま

すけが、それだけで出してよいのか、経験値の中で考えていかなければならないことだと思いま

す。避難指示を出すことは簡単ですが、天竜川の氾濫危険水位をみて、いつ避難指示を出すべき

なのか検証をしてみたいと思います。 

今回のように、朝方の避難という場合、住民の皆さんに避難の必要性が届いたのかどうか。夜

間避難の難しさがあると思います。午前 4 時の雨の状況の中で避難指示を出すことは簡単ですが、
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二次被害も含めて考えると、 避難指示を出していいのかという問題もあるので、再度検証してみ

る必要があると思っています。 

 

＜釜口水門の事前放流について＞ 

釜口水門の事前放流をもっとすべきだと思います。事前放流がなく、大雨になってから放流が

始まるので、事前放流すればいいのではないか、そのことについて諏訪地域でよく考えていただ

きたいと思います。そのことが今回の諏訪地域の浸水に繋がっているかどうかはわかりませんが、 

放流の時期を考えていく必要があると思います。 

 

＜避難所の位置及び数について＞ 

コロナ禍ということもあり、避難所の数をどうしていくかという問題があると思います。特に

箕輪町の場合、避難施設そのものが土砂災害警戒区域に入っている場所があります。西山はほと

んどそうですが、そういったところに避難を進めていくことは、一時的に仕方がないと思います

が、避難のゴール地点をどうするかということも考えていかなければと思います。ただ、避難所

を増やせばいいかというと、運営や管理を役場職員だけではできませんし、区の皆さんだけでも

できません。運営する人の数の問題と、必要性の問題を研究してみなければ、答えが出ないと思

っています。 

 

＜福祉施設の避難状況について＞ 

町内の福祉施設（みのわ園）では、14 日から避難していただいていました。浸水想定区域内あ

る施設ということで、非常に敏感になっていただいています。避難することは大変で、84 人を避

難するのに 3 時間から 4 時間かかります。今回は土日だったので、特別養護老人ホームだけでし

たが、平日に就労支援の方に人がいるときにこのような状況になる場合もあります。福祉避難所

の設置についても大きな問題だと感じています。みのわ園については、事前に対応していただき

ありがたいと思います。 

 

箕輪町にとっては久しぶりの災害、大雨でしたが、人命に関わることや、致命的な大きな被害

は、あまり見られなかったのが幸いだったと思います。昨日（8/24）から諏訪箕輪線、もみじ湖

行きの道路が通行止めになってしまったことが心配です。秋の観光シーズンに影響が出ないよう

にお願いしていきたいと思います。 

 

 

記者） 西藤選手の結果報告は予定されていますか。 

 町長） ８月 27 日（金）に予定されています。 

 

記者） 町独自で、無料で PCR 検査キットを配布するなどの政策を行う予定はありますか。 

 町長） 今のところそこまでは考えていません。そのようなことを実施している市町村がある

ということも承知しています。昨年来、町内の陽性者は 30 人台後半です。全体としては

それほど多くありませんし、役場で承知しているわけではありませんが、保健所にお聞

きすると感染経路も追えている状況です。箕輪町内で蔓延しているという状況ではあり

ません。感染拡大地域から帰省する、学生向けのＰＣＲ検査の補助などは行っています

が、町民の皆さん全員や一定の層を対象にした政策は考えていません。今後の上伊那の

状況次第です。 
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記者） 災害復旧事業はどういった場所から着手する予定でしょうか。 

町長） 被災が多かった富田区の道路河川、沢区宮通りの道路、桑沢川関連が一番大きいと思

います。上古田などの林道事業などを取り掛かりにしていきたいと思います。箇所数は

全ては把握していませんが、用水路で 40 か所くらい、農地、林道などがあります。順序

をつけるということではなく、できるだけ早く全体をやっていきたいと思います。 

 

 

 


















